
保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）

公表：令和６年４月１日

事業所名： 心身障がい福祉センター分園すてっぷ長浜　 保護者等数（児童数）　75 　回収数　51　 　割合 　68％
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・時間をとって個別
に対応して頂いてま
す。
・保護者自身が子ど
もの課題を明確にす
ることが出来ていな
いので、思うところは
相談するが。

個別面談や送迎時・
療育中に、保護者の
ニーズを聴き取った
り療育の様子を伝え
るなどして、児童発
達支援計画書を作
成しています。
家庭と事業所での課
題の違いについて
も、状況を把握して
計画作成に反映させ
るようにしています。
お子さんの課題につ
いて、保護者が同意
できるような文章や
説明ができるよう心
がけていきます。>

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、児童発達支援計画が
作成されているか>

47> 1> 0>

0

・片付けや掃除、消
毒など丁寧にされて
いると思います。
・いつも細かく消毒さ
れ、とても清潔です。
・体格にあった机、イ
スの用意があれば
姿勢も保ちやすい気
がします。

感染症対策、衛生面
に気をつけ、清潔で
心地よく過ごせる環
境に努めています。
限られたスペースで
すので、パーティショ
ン等の配置を変えな
がら、活動に合わせ
た空間の使い方を
工夫しています。>

③

生活空間は、本人にわかりやすい構造化
された環境になっているか。また、障害の
特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切にな
されているか>

46> 0> 0> 0

環
境
・
体
制
整
備>

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保
されているか>

42> 8> 1> 0

・面談スペースがあ
るとなお良い。
・もう少し広ければと
思います。
・第一印象はちょっと
せまいなと思いまし
た。
・せまいスペースで
も人数を考えた内容
で、子どもも喜んで
います。
・前に出て縄跳び練
習の時、前の列の子
に縄が当たりそう。
（勢いが良い子もい
るので）

基準に基づいた設
備になっています。
狭いスペースです
が、安全面に留意し
て運動遊びを行うよ
うにします。
また、室内で効果的
に楽しくできる運動
遊びをこれからも工
夫していきます。>

② 職員の配置数や専門性は適切であるか> 48> 2> 0> 1

・専門の先生がいつ
もそばにいてくださる
ので、安心します。

配置基準に基づい
た職員配置を行って
います。
これからも、あいあ
いセンターの多職種
との連携を取りなが
ら、専門性の向上に
努めていきます。

・私がその視点で見
ていなかっただけ
で、しっかりされてい
ると思います。

カリキュラムに写真
やイラストを載せ、
子どもたちが見通し
をもち安心して活動
できるようにしていま
す。
療育の中では、全体
のスケジュールボー
ドを掲示し、個々の
状況に合わせて個
人のスケジュール
ボードを使って支援
しています。
絵カード、マット、
パーティション等を
使って、視覚的にわ
かりやすい環境作り
をしています。>

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっているか。また、子ども達の活動
に合わせた空間となっているか>

46> 2> 1

チェック項目 はい どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応



・全体的に発達が遅
れている事に対して
の支援が、この相談
によって解消されて

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ いるのかを認識でき

イドラインの「児童発達支援の提供すべき ていないため、支援

支援」の「発達支援（本人支援及び移行支 が適切なのか分から>

⑥ 援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支> ない。

援内容から子どもの支援に必要な項目が

適 適切に選択され、その上で、具体的な支援

切 内容が設定されているか

な
支
援
の

46> 0> 0> 3

・通うようになってか

供
提

なり落ち着くように
なったので、支援は
感じます。
・具体的な方法も示
してもらっている。>

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が行われ>

48> 1> 0> 1
ているか

・前期、後期に分け
て目標を立て毎回違
うプログラムです。

活動プログラムiiiが固定化しないよう工夫>
46> 4> 0> 1⑧

されているか

・年間通して、交流を
する機会はなかった
ように感じました。

保育所や認定こども園、幼稚園等との交 ・ふだん通っている>
⑨ 流や、障害のない子どもと活動する機会> 44> 0> 1> 5 園があるので、必要

があるか はないです。

・問題を明確化する
ことで、家庭や園生
活でも行動にうつ

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
し、療育をすることが

援の提供すべき支援」のねらい及び支援
出来ています。>

⑪ 内容と、これに基づき作成された「児童発> 51> 0> 0> 0
達支援計画」を示しながら、支援内容の説
明がなされたか

・個別の相談対応等
細やかに対応して頂
いて感謝しておりま
す。
・家でも取組める物

保護者に対して家族支援プログラム（ペア を提案して、作成し>

⑫ レント・トレーニングiv等）が行われている> ていただき満足して

か
46> 3> 0> 1

おります。

児童発達支援ガイド
ラインに基づいて、
具体的な支援内容
を設定しています。
単独通園では送迎
時に、親子通園では
療育中に、保護者の
ニーズをより細やか
に聴き取っていくよう
にし、支援内容に反
映していきたいと思
います。

児童発達支援計画
は、子どもの状態の
把握、療育場面の様
子、保護者のニーズ
に基づき、児童発達
支援ガイドラインか
ら必要な項目を選択
し支援内容を設定し
ています。
今後も家庭と事業所
との情報共有を行
い、より良い支援に
努めていきます。

子どもの状態、年齢
を考慮した教材を作
成・使用し、楽しく、
意欲・自信・達成感
が育つような活動を
工夫しています。

原則、幼稚園・保育
園と事業所の並行
通園であるため、お
子さんたちは日常的
に交流の機会があ
ると考えています。

契約時に運営規定
の内容も含めて説明

運営規程、利用者負担等について丁寧な>
を行っています。>50> 1> 0> 0⑩

説明がなされたか

「児童発達支援ガイ
ドライン」に記された
ねらい及び支援内
容と一緒に「児童発
達支援計画」を提示
し、支援内容を具体
的に説明していきま
す。

送迎時の報告、グ
ループ懇談会、保育
の振り返り、サポー
トシートの学習会と
作成の援助等がペ
アレントトレーニング
に相当します。
グループ懇談会の
定期的な実施を行
い、家族支援に努め
ていきます。



保
護
者
へ
の
説
明
等

⑬
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題に
ついて共通理解ができているか

47> 3> 0> 0

・その日の様子など
を報告して頂けるの
で、嬉しいです。
・仕事もやりつつとな
るため、つい忙しくな
ると忘れがちになる
こともありました。

その日の療育の様
子は、おたより帳や
口頭で伝えるように
しています。
通園日だけでなく通
園日以外にも電話で
の相談を行いまし
た。
一人ひとりの保護者
の様子に細やかな
気づきができるよう
に努め、タイミングや
ニーズに合わせた聴
き取りや支援ができ
るようにしていきま
す。

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児
に関する助言等の支援が行われているか>

51> 0> 0> 0>

年３回の個別面談を
行っています。
定期的な面談だけで
なく、保護者の希望
により、個別面談を
行っています。
親子通園では自由
遊び時や振り返りの
時間の中で、保護者
と話をしています。
単独通園では、おた
より帳に書ききれな
い時は、別途連絡用
紙でやりとりをしてい
ます。>

・毎回ミーティングは 親子通園は、療育の
あるが、保護者同士 中でグループの保護
の連携までには至ら 者同士のつながりが
ない。 できるように支援し

父母の会の活動の支援や、保護者会等の ています。振り返り
⑮ 開催等により保護者同士の連携が支援さ

れているか>
27> 8> 9> 6 の時間が長くとれる

ように工夫し、保護
者同士の情報交換
の時間となるように
努めます。>

保護者からの相談・
申し入れがあった場
合には、迅速な対応
をするように心がけ
ています。

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れにつ
いて、対応の体制が整備されているととも
に、子どもや保護者に周知・説明され、相
談や申入れをした際に迅速かつ適切に対
応されているか>

45> 3> 1> 2

契約時に療育日以
外の日でも電話によ
る相談や申入れを受
け付けていることを
説明していますが、
掲示等により保護者
に周知するようにし
ます。>

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか>

48> 1> 0> 1

・子どもの気持ちや
行動から会話を広げ
て、近況を話しやす
くしてもらえている。

子どもに支援する際
は、一人ひとりの子
どもの状態に合わせ
てコミュニケーション
をとっています。
保護者に対しても、
面談、電話や療育時
間中の相談を受けて
います。
相談しやすい雰囲気
づくりを心がけてい
きます。>

単独通園では、毎月
グループだよりを発
行しています。
自己評価の結果に

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果を子どもや保
護者に対して発信されているか>

43> 4> 0> 4

ついては、心身障が
い福祉センターの
ホームページで公表
していますが、療育
室内での掲示を検
討します。>



1
㉓ 事業所の支援に満足しているか

はい やや満足
している

どちらとも
いえない いいえ

親子共に、安心でき
る・リラックスできる
環境を設定し、楽し
んで通園ができるよ
うな活動や遊びの工
夫をしています。
保護者とお子さんの
様子を見逃さず、お
子さんに関する情報
の共有ができるよう
努めます。>

46> 3> 2> 0> 0

契約時に、重要事項
説明書や入園のしお
りを通して説明を
行っています。
定期的に避難訓練
を実施しています。
実施状況を掲示して
いますが、口頭によ
る説明の時間を作っ
ていくようにします。

満
足
度

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか

はい やや楽しみ
にしている

どちらとも
いえない いいえ わからない ・週１回の通園をとて

も楽しみにしていま
す。スケジュールが
わかっている事が、
次の楽しみにつな
がっているようです。
・お友だち、先生方
にとても会うのを楽
しみにしています。
・とても楽しみにして
いて、保育園でも毎
回こんなことをしたと
報告しているようで
す。
・午前は保育園なの
で、「お昼に迎えに
来てね」と何度も念
押しするほど楽しみ
にしています。
・とっても楽しみにし
ている毎日「今日は
すてっぷ？」と聞い
てきます。

非
常
時
の
対
応

わからない ・通うようになってか
なり落ち着き、前向
きになってきました。
満足しています。
・頻度が低いので、
この支援が子どもに
どの程度影響してい
るか把握しづらい。

単独通園は週に１
回、親子通園は月に
２回の頻度になって
います。
保護者とのコミュニ
ケーションを十分に
行いながらニーズを
把握し、お子さん一
人ひとりに合わせた
支援ができるように
努めていきます。>

41> 8> 1> 0>

1

契約時に、重要事項
説明書や入園のしお
りを通して説明を
行っています。
口頭だけでなく、目
に見える形で説明す
るような工夫をして
行きます。

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か>

41> 0> 1> 7>

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、保護
者に周知・説明されているか。また、発生
を想定した訓練が実施されているか>

44> 2> 2>

⑲
個人情報の取扱いに十分注意されている
か>

48> 0> 0> 2

個人情報保護に関
する研修を行い、個
人情報取り扱いマ
ニュアルに沿って適
切な取り扱いを行
なっています。

（注釈）
ⅰ 「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人に
わかりやすくすることです。

ⅱ 「児童発達支援」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活
全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、
支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、児童発達支援センター又は
児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。

ⅲ 「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの障害の
特性や課題等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されていま。

ⅳ 「ペアレント・トレーニング」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏まえた褒め方
等を学ぶことにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




